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長期化 

地頭 

 

 

≪[b.       ]の設置≫ 

各地の荘園・公領に設置され 

現地でその土地を管理・支配 

→当初は平家没官領中心に配置 

・[f.      ]の設置 

⇒地頭の西国への拡大 

 

・[g.      ]の制定 

①田畑 11 町につき 1 町を地頭の給田とする 

②段別 5升の加徴米の徴収権付与 

⇒新補地頭の得分を定めた 

 

荘園領主と地頭の争いの増加 

：地頭による年貢の滞納・横領 

 

地頭と荘園・公領の領主との和与 

・[i.         ] 

地頭と領主で土地を分割 

・[j.       ] 

地頭が管理を請負い一定額年貢納入 

 

・[k.     ]の解体 

① 分割相続→単独相続 

② 血縁的結合→地縁的結合 

 

 

 

地頭の在地領主化 

→[l.       ]と称される 

 

 

 

 

守護による国人の被官化(家臣化) 

 

[r.             ]の形成 

→国人が地域的に結束 

 

 

 

政治史 

平氏の滅亡・源義経の追討 

     

[a.       ]の上洛（1185） 

：文治の勅許 

 

 

[e.             ]（1221） 

  執権：北条義時 

 

  

 

義時・政子・大江広元の死 

 

 

 [h.             ]の制定（1232） 

執権：北条泰時 

 

 

蒙古襲来（1274・1281） 

執権：北条時宗 

     

   

  ・得宗専制政治の成立 

  ・御家人の窮乏  

 

鎌倉幕府の滅亡（1333） 

南北朝の動乱（1336～92） 

室町幕府の成立（1338） 

  ：守護大名の連合政権的性格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守護 

 

 

≪[c.       ]（国地頭）の設置≫ 

・一国につき 1人任命 

・段別五升の兵粮米の徴収権 

 →荘園領主の反発を受け停止 

・権限：[d.         ] 

①京都大番役の催促 

②謀反人の逮捕 

③殺害人の逮捕 

⇒一国の治安維持や御家人の 

軍事動員を職務とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北条氏一門が守護職を独占 

 

 

 

・守護の権限（土地支配権）強化 

①[m.       ]の検断権 

②[n.      ]権…幕府判決執行 

③[o.      ]（1352） 

年貢半分の徴発権を獲得(3 国のみ) 

⇒後に土地の半分を守護のものとする 

応安の半済令が出される（1368） 

 

 

・[p.              ]への成長        

①[q.        ]…荘園公領の管理一任 

②国衙機能の吸収 

③守護代による領国統治 

⇒一国の地域支配権を確立 

 （守護領国制の成立） 

 

地縁的に結合する国人を動員する 

ために領域的に支配する必要性 

守護の支配に抵抗 

土地争いの裁定、年貢徴収権の分与 

西国と東国の慣習の違い 

国内の荘園・公領に対する 

権限の強化 
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長期化 

地頭 

 

 

≪[b. 地頭   ]の設置≫ 

各地の荘園・公領に設置され 

現地でその土地を管理・支配 

→当初は平家没官領中心に配置 

・[f. 新補地頭 ]の設置 

⇒地頭の西国への拡大 

 

・[g. 新補率法  ]の制定 

①田畑 11 町につき 1 町を地頭の給田とする 

②段別 5升の加徴米の徴収権付与 

⇒新補地頭の得分を定めた 

 

荘園領主と地頭の争いの増加 

：地頭による年貢の滞納・横領 

 

地頭と荘園・公領の領主との和与 

・[i. 下地中分   ] 

地頭と領主で土地を分割 

・[j. 地頭請   ] 

地頭が管理を請負い一定額年貢納入 

 

・[k. 惣領制 ]の解体 

① 分割相続→単独相続 

② 血縁的結合→地縁的結合 

 

 

 

地頭の在地領主化 

→[l. 国人  ]と称される 

 

 

 

 

守護による国人の被官化(家臣化) 

 

[r.  国人一揆   ]の形成 

→国人が地域的に結束 

 

 

 

政治史 

平氏の滅亡・源義経の追討 

     

[a.  北条時政  ]の上洛（1185） 

：文治の勅許 

 

 

[e.   承久の乱    ]（1221） 

  執権：北条義時 

 

  

 

義時・政子・大江広元の死 

 

 

 [h. 御成敗式目 ]の制定（1232） 

執権：北条泰時 

 

 

蒙古襲来（1274・1281） 

執権：北条時宗 

     

   

  ・得宗専制政治の成立 

  ・御家人の窮乏  

 

鎌倉幕府の滅亡（1333） 

南北朝の動乱（1336～92） 

室町幕府の成立（1338） 

  ：守護大名の連合政権的性格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

守護 

 

 

≪[c. 守護  ]（国地頭）の設置≫ 

・一国につき 1人任命 

・段別五升の兵粮米の徴収権 

 →荘園領主の反発を受け停止 

・権限：[d. 大犯三か条  ] 

①京都大番役の催促 

②謀反人の逮捕 

③殺害人の逮捕 

⇒一国の治安維持や御家人の 

軍事動員を職務とした 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北条氏一門が守護職を独占 

 

 

 

・守護の権限（土地支配権）強化 

①[m.刈田狼藉  ]の検断権 

②[n.使節遵行  ]権…幕府判決執行 

③[o.半済令  ]（1352） 

年貢半分の徴発権を獲得(3 国のみ) 

⇒後に土地の半分を守護のものとする 

応安の半済令が出される（1368） 

 

 

・[p. 守護大名  ]への成長        

①[q.守護請  ]…荘園公領の管理一任 

②国衙機能の吸収 

③守護代による領国統治 

⇒一国の地域支配権を確立 

 （守護領国制の成立） 

地縁的に結合する国人を動員する 

ために領域的に支配する必要性 

守護の支配に抵抗 

土地争いの裁定、年貢徴収権の分与 

西国と東国の慣習の違い 

国内の荘園・公領に対する 

権限の強化 


